
 

 

 

 

平 成 2 8 年 ７ 月 １ 日 

                           国土政策局広域地方政策課 

 

崖崩れや高潮等により被害を受けた地域の再度災害を防止します 

～平成 28 年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費の執行について～ 
 

国土交通省では、崖崩れや地すべりにより被害を受けた地域、低気圧に伴う冬期風浪

や高潮により被害を受けた地域において、災害対策等緊急事業推進費※を執行し、再度災

害を防止するための事業（５件）を緊急に立ち上げ、実施します。 
 
 
※災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被災した地域、又は重大な交通事故が発生した箇所

等において、緊急に再度災害の防止対策又は事故の再発防止対策を実施し、住民及び利用者の安全・

安心の確保を図ることを目的とした経費です。 

 

 

平成28年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 執行額 
 

災 害 対 策（５件） [国費]   739百万円   

       

【添付資料】 

 ・別添１ 平成28年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 実施概要 

 ・別添２ 平成28年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 執行地区一覧表 

 ・別添３ 執行地区個票 

  

【問い合わせ先】 

 国土政策局広域地方政策課調整室 

 専門調査官 石水（内線29-915） 

    主査 福田（内線29-925） 

    技官 村上（内線29-923） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8360 

  F A X 03-5253-1572 



平成２８年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 実施概要 
 

１．崖崩れ、地すべりにより被害を受けた地域における対策   【 3件   417百万円（国費）】 

 

（1）地方道（補助） 

平成28年3月2日に町道明
みょう

谷
だ に

１号線（徳島県
と く し ま け ん

美馬
み ま

郡
ぐ ん

つるぎ町
ちょう

一宇
い ち う

字
あ ざ

明谷
みょうだに

）で崖崩れが発生

し、現在も唯一の生活道路である町道の全面通行止めが続いている。 

このため、モルタルコンクリート吹付工等の法面対策を緊急的に実施し、再度災害を防

止する。 
 

（2）地方道（補助） 

平成28年3月10日に市道木屋平
こ や だ い ら

152号線（徳島県
と く し ま け ん

美馬市
み ま し

木屋平
こ や だ い ら

字
あ ざ

川上
か わ か み

）で崖崩れが発生し、

現在も通行止めが続いており、迂回路である国道の混雑により観光や地域住民の生活に影

響を及ぼしている。 

このため、モルタルコンクリート吹付工等の法面対策を緊急的に実施し、再度災害を防

止する。 

 

（3）治山（直轄） 

平成27年12月11日の降雨及び融雪により、門馬山
か ど ま や ま

国有林
こ く ゆ う り ん

（岩手県
い わ て け ん

宮古市
み や こ し

門馬
か ど ま

第
だ い

２地割
ち わ り

門馬山
か ど ま や ま

国有林
こ く ゆ う り ん

３２９い１～３林小班）で地すべり滑動が発生した。地すべりによる斜面崩

壊により崩落した土砂等がＪＲ山田線線路内に流入し列車が土砂に乗り上げ脱線、現在も

運休が続いている。 

このため、排土工、グラウンドアンカー工等の法面対策を緊急的に実施し、再度災害を

防止する。 

 

 

２．冬期風浪や高潮により被害を受けた地域における対策   【 2件    322百万円（国費）】 

 

（4）河川海岸（補助） 

平成28年1月19～20日に静内
し ず な い

海岸
か い が ん

春
は る

立地
た ち ち

区
く

（北海道
ほ っ か い ど う

日高郡
ひ だ か ぐ ん

新ひだか
し ん ひ だ か

町
ちょう

字
あ ざ

静内
し ず な い

春
は る

立
た ち

）で冬期

風浪による前浜の低下が確認された。 

今後、前浜の低下が進行した場合、護岸倒壊の被害が発生する恐れがあることから、消

波工を緊急的に設置し、再度災害を防止する。 

 

（5）港湾海岸（補助） 

平成27年10月に根室港
ね む ろ こ う

海岸
か い が ん

弥生町
や よ い ち ょ う

地区
ち く

（北海道
ほ っ か い ど う

根室市
ね む ろ し

弥生町
や よ い ち ょ う

）で高潮により市街地への

浸水被害が発生し、その後、平成28年１月にも再度高潮が発生した。 

今後、高潮による冠水・浸水から市街地を防護するため、防潮堤等の海岸保全施設を緊

急的に整備し、再度災害を防止する。 



【災害対策】

事業費 国費

１．崖崩れ、地すべりにより被害を受けた地域における対策

地方道（補助）

(1) 道路更新防災等対策事業 町道明谷１号線 つるぎ町 徳島県 美馬郡つるぎ町一宇字明谷地先 44 22

(2) 道路更新防災等対策事業 市道木屋平152号線 美馬市 徳島県 美馬市木屋平字川上地先 122 61

治山（直轄）：林野庁

(3) 国有林野内治山事業 門馬地区 林野庁 岩手県
宮古市門馬第２地割門馬山国有
林329い1～3林小班

334 334

計 3件 500 417

２．冬期風浪や高潮により被害を受けた地域における対策

河川海岸（補助）

(4) 海岸保全施設整備事業 静内海岸春立地区 北海道 北海道 日高郡新ひだか町字静内春立 110 61

港湾海岸（補助）

(5) 海岸保全施設整備事業 根室港海岸弥生町地区 根室市 北海道 根室市弥生町地先 475 261

計 2件 585 322

総　計 5件 1,085 739

［金額単位：百万円］

平成２８年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 執行地区一覧表

種　別

事業主体名 施行地

実施計画額

事業名



国道438号

行き止まり
迂回路無

至剣山

施行箇所
町道明谷１号線

明谷集落

至国道192号

平成28年3月2日に町道明谷１号線において崖崩れが発生。この災害で集

落で唯一の生活道路が全面通行止めとなり、住民の生活に甚大な影響をあ

たえている。今後の降雨により再度崖崩れが発生しないよう、推進費を活用

して緊急に落石防止網工等の法面対策を講じ、地域住民等の交通の安全

を確保する。

つるぎ町

徳島県美馬郡つるぎ町一宇字明谷地先

４４

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２２

（１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（町道明谷１号線）
ミョウダニ

ミ マ グン チョウ イチウアザミョウダニ

１

【断面図】

至国道358号

至芦川支所

【平面図】

写真②

ﾓﾙﾀﾙｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工 ｔ＝80mm A＝1,313m2
鉄筋挿入工 260本

落石防護網工 A＝880m2
（ポケット式ロックネット）

至国道438号

A

a

被災箇所 L=55m

写真①

Ａｓ

鉄筋挿入工

モルタルコンクリート吹付工

t=80mm

D19×3000

モルタル吹付工t=80mm　1312.8m2

鉄筋挿入工L=3.0m×260本

落石防止網工880m2

落石防護網工

推定岩盤線

緩み層の層界

4
2
m

26m

1.
00

モルタルコンクリート吹付工
鉄筋挿入工

モルタルコンクリート吹付工

写真① 法面崩壊状況

被災範囲

写真② 法面崩壊状況

至明谷集落

対策範囲

【広域図】

凡 例

赤
推進費施行箇所
（当年度施行）

施行箇所

【位置図】

つ
る
ぎ
町

徳島県



平成28年3月10日に市道木屋平152号線において崖崩れが発生。この災害

による通行止めで、剣山方面への移動時間の大幅な増加と国道の混雑に

より、地域の生活と経済に深刻な影響をあたえている。今後の降雨により、

再度崖崩れが発生しないよう、推進費を活用して緊急に落石防止網工等の

法面対策を講じ、通行の安全、住民の安全・安心そして利便性を確保する。

美馬市

徳島県美馬市木屋平字川上地先

１２２

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）６１

（２） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（市道木屋平152号線）
コヤダイラ

ミ マ シ コ ヤ ダイラアザカワカミ

２

【位置図】

至 国道358号

至 芦川支所

施行箇所

美馬市木屋平総合支所

一般国道438号

県道中野木屋平線

市道
木屋平152号線

見の越・剣山登山リフト

中尾山高原平成荘
グラススキー場

剣山・剣山頂上ヒュッテ

集落

集落

【広域図】

①

②

平面図

アンカー工

杭工

 

1210

1200

1190

1180

1150

1140

1130

1120

N=20本

N=20本

落石防護網工
A=1000㎡

モルタル吹付工
A=2200㎡

Ａ

Ａ'

擁壁工
L=40m

被災延長 L=40ｍ

至

三
好
市

市道木屋平
152号線

（カーテンネット）

断面図

60m

60m

推定岩盤線

落石防護網工
（カーテンネット）
A=1000m2

擁壁工
L=40m

アンカー工
N=20本

杭工
N=20本

崩壊前地形

①

至

中
尾
山

至 三好市

至 三好市
至 中尾山

②

凡 例

赤
推進費要求箇所
（当年度施行）

施行箇所

美
馬
市

徳島県



施行地

国道106号線

至盛岡市

JR山田線

閉伊川
（２級河川）

拡大図

平成27年12月11日に地すべりによる崩落が発生。この災害でJR山田線の

脱線事故が生じ、現在まで運休している。今後、地すべり崩壊によりJRの運

休に加え、閉伊川の河道閉塞や国道106号線の埋没・冠水等の大きな被害

が想定されるため、推進費を活用し法面対策を緊急に実施することにより、

住民や地域・社会経済の安全・安心を確保する。

林野庁

岩手県宮古市門馬第２地割門馬山国有林329い１～３林小班

３３４

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３３４

（３） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

国有林野内治山事業（門馬地区）
カドマ

ミヤコシ カドマダイニチワリ カドマヤマコクユウリン

３

至国道358号

至芦川支所

排土工 12,300m3
グラウンドアンカー工 N=126本

工事用道路 L=120m

JR山田線

①
写真

国道106号線
閉伊川

②
写真

盛岡方面

JR施工

林野庁施工

標準断面図(A-A‘）

地すべりの範囲

A-A’
【①被災状況】
27.12.13

国道106号線

至盛岡

至宮古

閉伊川(2級河川)

脱線した列車

【②被災状況】
27.12.16

【位置図】

凡 例

赤
推進費要求箇所

（当年度施工）

緑 JR 施工

施行地

岩手県



平成28年1月に生じた冬期風浪により、被災区間に隣接する区間で前浜の

低下が確認された。前浜の低下は護岸倒壊の発生要因であり、今後、前浜

の低下が進行した場合、台風災害と同様の護岸倒壊が発生する恐れがあ

ることから、推進費により緊急的に前浜の低下抑制及び護岸前面の洗掘を

防止し、当該地区の再度災害の防止を図るものである。

北海道

北海道日高郡新ひだか町字静内春立地区

１１０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）６１

（４） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

海岸保全施設整備事業（静内海岸春立地区）
シズナイカイガンハルタチチク

ヒダカグン シンヒダカチョウ アザ シズナイハルタチ

４

至国道358号

至芦川支所

【位置図】

静内海岸
春立地区

至 えりも岬

至 苫小牧

断面図（Ｂ）

日高胆振沿岸
静内海岸春立地区

消波工 L=105.4m

断面図（Ｃ）

護岸 L=120.0m
消波工 L=120.0m

消波工
L=80.0m

断面図（Ａ）

浸水区域 A=0.02ha
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：地盤変状前

：地盤変状後

消波工
消波ブロック5t型

護岸

Ｔ．Ｐ． ±０．０

Ｔ．Ｐ． ±０．０

+8.5

中割石

-4.0
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3.00.5
0.3

+0.6

1:
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3

+7.5

2個並び

3.25
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3
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消波工
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1:
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4.3

+7.5

1:4/3

2.7

0.30.5

消波工
消波ブロック5t型

護岸

Ｔ．Ｐ． ±０．０

護岸 L=80.0m
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冬期風浪による越波
H28.1.19 凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧箇所（当年度施行）

黒 災害復旧箇所（施行完了箇所）

黄 災害復旧箇所（次年度以降予定箇所）

静内海岸



平成27年10月の台風23号による高潮によって根室市街地に浸水被害が発

生し、その後、平成28年1月にも再度高潮が発生した。

今後の高潮による冠水・浸水から、家屋等が密集する市街地を防護するた

め、推進費を活用し、海岸保全施設の整備を緊急的に行い、背後に暮らす

住民の安全・安心を確保する。

根室市

北海道根室市弥生町地先

４７５

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２６１

（５） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

海岸保全施設整備事業（根室港海岸弥生町地区）
ネムロコウカイガン ヤヨイチョウチク

ネムロシ ヤヨイチョウ

５

至国道358号

至芦川支所

根室港海岸弥生町地区

0 1 2km

H26.12 既往最高潮位 T.P.+2.03m

【断面図】
L型ブロック式海側 陸側

高さはＴ.Ｐ.表示

H27.10 最高潮位 T.P.+1.67m

②

平成27年10月
高潮浸水範囲

A=4ha

①

推進費事業計画区間 L=335m
基礎工、胸壁工 L=335m

当初実施箇所
基礎工、胸壁工 L=95m

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

黒 既設海岸保全施設

根室市

【位置図】

②平成27年10月8日 緑町交差点①平成27年10月8日 弥生町物揚場


